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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第１四半期 61,556 21.7 1,720 - 552 - 1,497 -

2023年３月期第１四半期 50,575 △72.8 △6,701 - △4,235 - △1,877 -

（注）包括利益 2024年３月期第１四半期 △289百万円（-％） 2023年３月期第１四半期 7,112百万円（△51.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第１四半期 14.90 14.74

2023年３月期第１四半期 △22.96 -

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第１四半期 439,630 110,682 24.2

2023年３月期 439,959 110,686 24.2

（参考）自己資本 2024年３月期第１四半期 106,478百万円 2023年３月期 106,404百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 - 0.00 - 3.00 3.00

2024年３月期 -

2024年３月期（予想） 0.00 - 3.00 3.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 280,000 6.7 10,000 6.7 4,000 △68.1 3,000 △80.7 25.90

１．2024年３月期第１四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式

（非上場）の配当の状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期１Ｑ 92,267,517株 2023年３月期 89,737,117株

②  期末自己株式数 2024年３月期１Ｑ 2,227,276株 2023年３月期 2,226,686株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期１Ｑ 88,727,789株 2023年３月期１Ｑ 81,855,569株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

新規  －社  （社名）、除外  2社  （社名）株式会社三井E&Sマシナリー、株式会社三井E&Sビジネスサービス

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算説明資料の入手方法について）

四半期決算説明資料は、当社のホームページに掲載する予定です。



Ａ種優先株式
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 - - - 29.38 29.38

2024年３月期 -

2024年３月期（予想） - - 39.00 39.00

種類株式の配当の状況

　普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

（注）１株当たり配当金は、円単位未満小数第３位まで計算しその小数第３位を四捨五入して表示しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間の世界経済は、社会経済活動の正常化が進んだものの高止まりするインフレとこれを

受けた金融引き締めにより、ゆるやかに減速しました。さらに、米欧における金融引き締め政策の長期化やウクラ

イナ情勢などの地政学リスクにより、先行きは不透明な状況にあります。一方、国内経済は堅調な個人消費や高水

準を維持する企業収益や設備投資などにより、ゆるやかな回復基調にあります。

当社と関連性の高い造船業界では、環境負荷低減に向けた動きに加え、期近船台の完売や船価の先高観から船腹

不足の解消を目的とする船主経営者が発注を進めており、国内造船所は十分な手持ち工事量を確保するに至ってお

ります。また、港湾物流業界においては、東南アジアをはじめとした海外での需要は堅調に推移しており、国内に

おいても新設、増設に加え、既設の老朽化更新などの需要が引き続き堅調です。全体感としては、引き続き為替や

金融市場の変動、及び材料調達における価格変動のリスクはあるものの、受注環境としては確実に好転しつつある

と認識しております。

このような状況下、当社は、2023年４月１日より事業持株会社及び監査等委員会設置会社へと移行し、社名も

「株式会社三井E&S」として新たに生まれ変わりました。不採算事業の整理・撤退や、財務体質の強化などの諸施

策を定めた「三井E&Sグループ 事業再生計画」も完遂したことから、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさ

せるような事象又は状況が解消しており、安定的な配当の実現に向けた体制が整いつつあると判断し、６期ぶりに

復配をすることができました。また、新会社のスタートにあたり、新しい価値を創造できる人材と組織風土の実現

に向けて人事制度を刷新し、春季交渉においても新生「三井E&S」としての反転攻勢、成長戦略の実現に向けて、

従業員のモチベーションを高めるべく賃金改善を実施いたしました。

一方で、当社を取り巻く事業環境が大きく変化していることから、「2023年度中期経営計画」（以下、「2023中

計」）を既に１年前倒しでスタートしており、中核事業である舶用推進事業・港湾物流事業を「グリーン」と「デ

ジタル」の切り口で発展させることを2023中計の戦略の柱としております。

舶用推進事業では、グリーンな新燃料の対応に必要な設備投資を実施した他、株式会社IHI原動機の舶用大型エ

ンジン及びその付随製品等に関する事業を取得し、2023年４月１日より「株式会社三井E&S DU」として営業を開始

しております。同社は二元燃料機関、デジタル遠隔保守システムの技術に優れており、当社グループの舶用エンジ

ンの開発・生産能力、アフターサービスの強化を通じて競争力の向上に繋げてまいります。

港湾物流事業では、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構と共同で、世界初となる燃料電池

（FC）を動力源としたタイヤ式門型クレーンを開発し、水素を燃料とした荷役作業を実施するための協定を東京都

港湾局他３社と締結するなど、製品の脱炭素化を進めております。また、港湾クレーンの自動化や遠隔保守にも積

極的に取り組んでまいりました。

さらに、中核事業の周辺領域において新しい製品やサービスを推進する事業を成長事業と位置づけ、脱炭素を念

頭に置いた新製品やサービスの開発に注力し、さらなる企業価値向上に取り組んでまいります。

当第１四半期連結累計期間の受注高は、前年同期と比べて137億88百万円減少（△12.9％）の927億96百万円とな

りました。売上高は、舶用推進システム事業において舶用ディーゼル機関の引渡しが好調に推移したことや株式会

社三井E&S DUを連結の範囲に含めたことにより、前年同期と比べて109億80百万円増加（＋21.7％）の615億56百万

円となりました。営業利益は、舶用推進システム事業の損益が改善したことなどにより、17億20百万円（前年同期

は67億１百万円の営業損失）となりました。経常利益は、支払利息及び支払手数料の計上などにより５億52百万円

（前年同期は42億35百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、負ののれん発生益の計上などに

より、14億97百万円（前年同期は18億77百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。
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　報告セグメント別の状況は次のとおりです。なお、当第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更

しており、前年同期との比較は変更後の報告セグメントの区分に基づき記載しています。詳細は「２．四半期連結

財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報）」に記載のとおりです。

（成長事業推進）

　受注高及び売上高は、建機用エンジンの受注増加などにより、それぞれ、前年同期と比べて42億22百万円増加

（＋51.7％）の123億86百万円、20億38百万円増加（＋33.2％）の81億85百万円となり、営業損益は、前年同期並

みの３億78百万円の利益となりました。

（舶用推進システム）

　受注高は、前年同期に舶用ディーゼル機関の期ずれ受注があったことなどにより、前年同期と比べて196億44百

万円減少（△29.9％）の460億28百万円となりました。売上高は、舶用ディーゼル機関の引渡しが好調に推移した

ことや株式会社三井E&S DUを連結の範囲に含めたことなどにより、前年同期と比べて83億23百万円増加（＋

39.3％）の294億90百万円となり、営業損益は、売上高の増加などに伴い、前年同期の２億76百万円の損失から17

億88百万円の利益となりました。

（物流システム）

　受注高は、東南アジアでの大型案件の受注が続いたことなどにより、前年同期と比べて121億83百万円増加（＋

148.5％）の203億87百万円となりました。売上高は、下期引渡し予定の工事が多く、大型工事の進捗もゆるやかだ

ったことなどから、前年同期と比べて10億33百万円減少（△12.2％）の74億22百万円となり、営業損益は、受注工

事損失引当金の影響縮小などにより、前年同期と比べて５億35百万円改善し、４億51百万円の損失となりました。

（周辺サービス）

　受注高は、前年同期に東アジア向けFGS（燃料供給システム）の大型受注があったことなどにより、前年同期と

比べて46億円減少（△24.8％）の139億22百万円となりました。売上高は、国内子会社を中心に売上を順調に伸ば

し、前年同期と比べて53億29百万円増加（＋56.3％）の147億99百万円となり、営業損益は、売上高の増加などに

伴い、前年同期の４億43百万円の損失から５億11百万円の利益となりました。

（海洋開発）

　当社の持分法適用関連会社である三井海洋開発株式会社及びその関係会社において、ブラジルで操業するFPSO及

びFSOに対するアセット・インテグリティ改善費用による利益の押し下げ要因があったものの、建造工事の進捗に

よる収益認識などにより、持分法による投資損益は、前年同期の10億47百万円の損失から１億71百万円の利益とな

りました。

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末と比べて３億29百万円減少の4,396億30百万円となり

ました。これは、仕掛品が69億98百万円、流動資産その他が55億29百万円それぞれ増加した一方、現金及び預金が

57億87百万円、受取手形、売掛金及び契約資産が65億10百万円それぞれ減少したことなどによります。

　負債は、前連結会計年度末と比べて３億25百万円減少の3,289億47百万円となりました。これは、短期借入金が

293億89百万円、契約負債が111億23百万円それぞれ増加した一方、流動負債その他が414億57百万円減少したこと

などによります。

　純資産は、第１回行使価額修正条項付新株予約権の行使、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上、為替換算

調整勘定の増加などがあった一方、剰余金の配当、繰延ヘッジ損益の減少などにより、前連結会計年度末と比べて

３百万円減少の1,106億82百万円となりました。
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売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

2,800 100 40 30 25円90銭

成長

事業推進

舶用推進

システム

物流

システム

周辺

サービス
海洋開発 その他 合計

売 上 高 300 1,300 500 600 - 100 2,800

営業損益 30 40 10 20 - 0 100

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年３月期の通期連結業績予想及びセグメント別業績予想は、2023年５月15日に公表した予想値から変更はあ

りません。なお、業績見通しにおける為替レートは１米ドル＝135円を前提としております。

2024年３月期　通期連結業績予想数値（2023年４月１日～2024年３月31日）　　　　　　　　　　（単位：億円）

2024年３月期　セグメント別通期連結業績予想数値（2023年４月１日～2024年３月31日）　　　　（単位：億円）

（注）１．海洋開発セグメントは持分法適用関連会社で構成されており、売上高及び営業利益には影響いたしま

せん。なお、三井海洋開発株式会社は2023年６月30日付で第三者割当増資を実施しており、当社グル

ープの持分比率は49.10％から40.52％となりました。当該セグメントの2024年３月期の業績見通し

は、増資後の持分比率に基づいて持分法投資利益約20億円を見込んでおります。

２．上記予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績は今後、様々な要因により上記数値と異なる可能性があります。

- 4 -

株式会社三井E&S（7003） 2024年３月期 第１四半期決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 45,803 40,016

受取手形、売掛金及び契約資産 81,850 75,340

商品及び製品 6,095 6,290

仕掛品 46,799 53,797

原材料及び貯蔵品 6,136 10,326

その他 26,295 31,825

貸倒引当金 △353 △369

流動資産合計 212,628 217,227

固定資産

有形固定資産

土地 68,544 68,475

その他（純額） 47,223 47,781

有形固定資産合計 115,767 116,256

無形固定資産

のれん 7,626 8,003

その他 7,876 8,073

無形固定資産合計 15,502 16,076

投資その他の資産

投資有価証券 68,802 64,682

その他 27,544 25,516

貸倒引当金 △285 △127

投資その他の資産合計 96,061 90,070

固定資産合計 227,330 222,402

資産合計 439,959 439,630

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 5 -

株式会社三井E&S（7003） 2024年３月期 第１四半期決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 54,939 60,808

短期借入金 115,245 144,634

１年内返済予定の長期借入金 9,375 9,410

１年内償還予定の社債 5,000 5,000

未払法人税等 796 758

契約負債 25,300 36,423

受注工事損失引当金 14,025 11,363

賞与引当金 4,059 2,103

その他の引当金 3,726 4,099

その他 54,511 13,054

流動負債合計 286,980 287,657

固定負債

長期借入金 11,927 11,740

事業構造改革引当金 853 853

その他の引当金 747 699

退職給付に係る負債 5,048 5,255

資産除去債務 1,728 1,730

その他 21,986 21,010

固定負債合計 42,293 41,290

負債合計 329,273 328,947

純資産の部

株主資本

資本金 3,829 4,728

資本剰余金 10,552 10,778

利益剰余金 42,292 42,982

自己株式 △4,632 △4,632

株主資本合計 52,042 53,856

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 48 316

繰延ヘッジ損益 8,309 5,668

土地再評価差額金 27,601 27,618

為替換算調整勘定 10,691 11,015

退職給付に係る調整累計額 7,710 8,004

その他の包括利益累計額合計 54,362 52,622

新株予約権 132 125

非支配株主持分 4,148 4,077

純資産合計 110,686 110,682

負債純資産合計 439,959 439,630
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年６月30日)

売上高 50,575 61,556

売上原価 50,299 52,871

売上総利益 275 8,684

販売費及び一般管理費 6,977 6,964

営業利益又は営業損失（△） △6,701 1,720

営業外収益

受取利息 108 51

受取配当金 180 47

持分法による投資利益 - 237

為替差益 4,011 800

その他 298 482

営業外収益合計 4,599 1,619

営業外費用

支払利息 693 1,005

支払手数料 187 1,545

持分法による投資損失 834 -

その他 417 235

営業外費用合計 2,133 2,786

経常利益又は経常損失（△） △4,235 552

特別利益

負ののれん発生益 - 1,944

関係会社株式売却益 2,407 -

特別利益合計 2,407 1,944

特別損失

持分変動損失 - 715

関係会社株式売却損失引当金繰入額 227 -

事業整理損 107 -

特別損失合計 335 715

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△2,163 1,781

法人税等 △260 320

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,902 1,461

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △25 △36

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△1,877 1,497

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,902 1,461

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △77 266

繰延ヘッジ損益 △406 291

為替換算調整勘定 1,540 1,504

退職給付に係る調整額 △289 322

持分法適用会社に対する持分相当額 8,248 △4,135

その他の包括利益合計 9,015 △1,750

四半期包括利益 7,112 △289

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,126 △258

非支配株主に係る四半期包括利益 △14 △31

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第１四半期連結累計期間において、第１回行使価額修正条項付新株予約権の行使に伴い、資本金が898百万円及

び資本準備金が224百万円それぞれ増加しております。

これらの結果、当第１四半期連結会計期間末において資本金が4,728百万円、資本剰余金が10,778百万円となって

おります。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用について、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。また、見積実効

税率を使用できない場合は、税引前四半期純利益に一時差異等に該当しない重要な差異を加減した上で、法定実効税

率を乗じて計算しております。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）２
合計 調整額

四半期
連結損益
計算書
計上額

（注）３
成長

事業推進
舶用推進
システム

物流
システム

周辺
サービス

海洋開発 計

売上高

外部顧客へ

の売上高
6,147 21,167 8,456 9,469 - 45,240 5,334 50,575 - 50,575

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

155 90 74 2,340 - 2,660 17 2,678 (2,678) -

計 6,303 21,257 8,530 11,809 - 47,901 5,352 53,253 (2,678) 50,575

セグメント利益又

はセグメント損失

（△）（注）１

429 △276 △987 △443 △1,047 △2,325 △5,423 △7,749 1,047 △6,701

（セグメント情報）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「成長事業推進」、「舶用推進システム」、「物流システム」、「周辺サービス」、「その他」のセ

グメント損益は営業損益、「海洋開発」のセグメント損益は持分法投資損益を表示しております。

２．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、エンジニアリング事業等

を含めております。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）２
合計 調整額

四半期
連結損益
計算書
計上額

（注）３
成長

事業推進
舶用推進
システム

物流
システム

周辺
サービス

海洋開発 計

売上高

外部顧客へ

の売上高
8,185 29,490 7,422 14,799 - 59,898 1,657 61,556 - 61,556

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

251 73 465 2,995 - 3,786 △0 3,786 (3,786) -

計 8,437 29,563 7,888 17,794 - 63,684 1,657 65,342 (3,786) 61,556

セグメント利益又

はセグメント損失

（△）（注）１

378 1,788 △451 511 171 2,399 △507 1,891 △171 1,720

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「成長事業推進」、「舶用推進システム」、「物流システム」、「周辺サービス」、「その他」のセ

グメント損益は営業損益、「海洋開発」のセグメント損益は持分法投資損益を表示しております。

２．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、エンジニアリング事業等

を含めております。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの区分方法の変更）

　当第１四半期連結会計期間より、「2023年度中期経営計画」の方針に基づき、各事業の位置付けを明確化し、

コア業務を主体に売上・利益を拡大することを目的として、これまでの「船舶事業」、「海洋開発事業」、「機

械事業」、「エンジニアリング事業」の４つの報告セグメントを「成長事業推進事業」、「舶用推進システム事

業」、「物流システム事業」、「周辺サービス事業」、「海洋開発事業」の５つの報告セグメントへ変更してお

ります。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したもの

を開示しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　「舶用推進システム」セグメントにおいて、株式会社三井E&S DUの全株式を取得し連結子会社としたことによ

り、負ののれん発生益を認識しております。当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当第１四半期連結累

計期間においては1,944百万円であります。なお、負ののれん発生益は特別利益のため、上記セグメント利益に

は含まれておりません。また、負ののれん発生益の金額は、当第１四半期連結会計期間末において取得原価の配

分が完了していないため、暫定的に算定された金額であります。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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区　　分

前第1四半期

連結累計期間

（2022年４月１日～

　2022年６月30日）

当第1四半期

連結累計期間

（2023年４月１日～

　2023年６月30日）
増減額 増減比％

前連結会計年度

（2022年４月１日～

　2023年３月31日）

金　　額 構成比％ 金　　額 構成比％ 金　　額 構成比％

成 長 事 業 推 進 8,164 7.7 12,386 13.3 4,222 51.7 42,192 13.1

舶用推進システム 65,673 61.6 46,028 49.6 △19,644 △29.9 139,575 43.3

物 流 シ ス テ ム 8,203 7.7 20,387 22.0 12,183 148.5 49,441 15.3

周 辺 サ ー ビ ス 18,523 17.4 13,922 15.0 △4,600 △24.8 74,303 23.1

海 洋 開 発 - - - - - - - -

そ の 他 6,019 5.6 71 0.1 △5,947 △98.8 16,838 5.2

合　　　　　計 106,584 100.0 92,796 100.0 △13,788 △12.9 322,351 100.0

区　　分

前第1四半期

連結累計期間

（2022年４月１日～

　2022年６月30日）

当第1四半期

連結累計期間

（2023年４月１日～

　2023年６月30日）
増減額 増減比％

前連結会計年度

（2022年４月１日～

　2023年３月31日）

金　　額 構成比％ 金　　額 構成比％ 金　　額 構成比％

成 長 事 業 推 進 6,147 12.2 8,185 13.3 2,038 33.2 34,865 13.3

舶用推進システム 21,167 41.9 29,490 47.9 8,323 39.3 97,693 37.2

物 流 シ ス テ ム 8,456 16.7 7,422 12.1 △1,033 △12.2 41,653 15.9

周 辺 サ ー ビ ス 9,469 18.7 14,799 24.0 5,329 56.3 57,356 21.9

海 洋 開 発 - - - - - - - -

そ の 他 5,334 10.5 1,657 2.7 △3,677 △68.9 30,733 11.7

合　　　　　計 50,575 100.0 61,556 100.0 10,980 21.7 262,301 100.0

区　　分

前連結会計年度末

（2023年３月31日）

当第1四半期

連結会計期間末

（2023年６月30日） 増減額 増減比％

前第1四半期

連結会計期間末

（2022年６月30日）

金　　額 構成比％ 金　　額 構成比％ 金　　額 構成比％

成 長 事 業 推 進 28,879 9.3 33,131 9.2 4,252 14.7 23,464 7.5

舶用推進システム 61,595 19.7 87,339 24.3 25,743 41.8 64,172 20.6

物 流 シ ス テ ム 58,715 18.8 73,207 20.4 14,492 24.7 50,416 16.1

周 辺 サ ー ビ ス 156,215 50.1 160,761 44.7 4,546 2.9 143,826 46.1

海 洋 開 発 - - - - - - - -

そ の 他 6,411 2.1 4,909 1.4 △1,501 △23.4 30,216 9.7

合　　　　　計 311,817 100.0 359,350 100.0 47,532 15.2 312,096 100.0

３．補足資料

受注及び販売の状況

受　　注　　高

（単位：百万円）

売　　上　　高

（単位：百万円）

受　注　残　高

（単位：百万円）

- 11 -

株式会社三井E&S（7003） 2024年３月期 第１四半期決算短信


